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地域文化の継承

　今年は雪の無い日があるものの除雪費は例年並
みで、寒風身に染みる人も多くいるのではと思い
ます。
　今年は改元の年で平成最後の成人式などという
ように、いろんな場面で「平成最後」という枕詞
が使われております。名残惜しい「平成」。その平
成はバブルの崩壊に始まり、金融機関の破たん、
デフレの長期化、リーマンショック、未曽有の東日
本大震災、多発化する地震に集中豪雨等の災害の
連続で、「予測を超える、想定外」の言葉が飛び交
う平成だったと思っている人が多くいるのではと思
います。本町も昭和の最後の63年 8月の集中豪
雨による甚大な被災地でありました。よって安心・
安全の地域社会の構築が政策の優先課題の一つで
あります。去る1月27日の永岡蘇民祭は、このよ
うな甚大な災害が二度と発生しないように、そして
五穀豊穣と地域の安全・安心、無病息災等多くの
願いを込めた地域おこしの一環として若者有志に
よって始まったものです。若者・地域の力は大きい。
運営に当たって多くの苦難があったものの、それを
乗り越えて今年で31回目を数えます。今年は過去
最高の裸男に見物者とお店の数でした。蘇民祭は
県下で11あって県南地域に多くありますが、近年、
それも平成とともにスタートしたのは永岡蘇民祭
で、まさしく「地域文化」の創造そのものでありま
す。町内には先人が築いた多くの文化・芸能があ
り町指定民族文化財が14件、県指定無形民俗文
化財が1件あります。しかし今、郷土芸能の継承・
保存が岐路に立たされております。「時代の変化」
があっても地域文化の継承をした先人の努力を絶
やすことなく、次世代につなぐ責任を果たさなけれ
ばと思案しているところです。

▶永岡蘇民祭であいさつする髙橋
町長（1月 27日）
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上手に歯みがきできました！
これからも頑張ろうね！
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運転免許試験等のご案内
～学科試験と技能試験について～




